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尿路感染症に対するT-25銘 の臨床的検討

酒 井 晃 ・萩 中 隆 博

富山赤十字病院泌尿器科

T-2588を 急性単純性膀胱 炎の4例 と複雑性尿路感染症 の 鈴 例に投与 し,UTI薬 効評価判定基

準に したが ってその効果を検討 し,以 下の成績 が得 られた。

1. 急性単純性膀胱炎に対 しては,著 効3例,有 効1例 で,有 効率は100%で あ った。

2. 複雑性尿路感染症 に対 しては,著 効9例,有 効13例,無 効6例 で,有 効率は79%で あっ

た。

3. 複雑性尿路感染症では,細 菌尿に対す る効果 において,菌 交代 と判定 された症例が多 く(10

例),投 与後 出現菌 としてE.faecalisが 多 くみ られた。

4. 副 作用 として,軟 便を訴 えた ものが1例 み られ たが,下 痢には至 らず軽症 であった。 本剤 と

の関係が疑 われた投与後臨床検査値 異常 としては,GPTの 軽度上昇(12→63)が1例 にみ られるの

み であ った。

以上 よ り本剤 は,一 部の グラム陽性球菌感染症や菌交代 に注意 して投与す るならば尿路感染症の

治療剤 と して,有 用性 の高い薬剤 と評価 された。

T-2588は,新 しいセフェム系経 口抗生物質で,腸 管

より吸収 されてT-2525と な り,強 い抗菌力 と広い抗菌

スペク トラムを示 し,β-lactamaseに 対す る抵抗性が強

く,主 として尿中に排泄 され る薬剤である1)。

われわれは,尿 路感 染症に対する本剤 の臨床的効果を

検討 したので,そ の成績を報告する。

I. 対 象

対象は1984年5月 か ら同年7月 にか けて,富 山赤十

字病 院泌尿器科 で扱 った急性単純性膀胱炎4例 と複雑性

尿路感染症28例 。計32例 である。それぞれTable1

お よび2に 示 してあ るが,い ずれ も本剤投与前の尿中細

菌培 養検査 で,起 炎菌 として分離 された生菌数が104/ml

以上で,ま た尿沈渣において白血球数が400倍 視野で急

性単純性膀胱 炎では10個 以上,複 雑性尿路感染症では

5個 以上の膿 尿を伴 う症例であ る。 なお,複 雑性のl28

例 は,い ずれもカテーテル非留置例である。

II. 薬剤投与量な らびに授与法

急性単純性膀胱炎では,1回50mg,1日3回 内服と

Table 1 Clinical summary of acute simple cystitis treated with T-2588

*1) The day of evaluation

Overall days of treatment

*2) Before treatment

After treatment
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し,複 雑性尿路感染症 では,1回100mg,103回 内服

を原則 とし,症 状に応 じて5～8日 間 の連続投与を行な

った。なお,本 剤投与中には,他 の抗菌剤 は一切使用せ

ず,ま た膀胱洗浄 も行 なわなか った。

III. 効 果 判 定

臨床効果の判定 は,薬 剤投与 日数 の長短 に か か わ ら

ず,UTI薬 効評価判定基準(第 二版)2}に したが って,

急性単純性膀胱 炎では3日 圏に,複 雑性 尿路感染症では

5日 目に行な うこ とを原則 とした。

IV. 成 績

32例 のそれぞれの臨床成績は,Table1,2に 示 され

ている とお りであ るが,こ れ らを まとめる と,急 性単純

性膀胱炎 の4例 では,Table3の ように,著 効3例,有

効1例 で,有 効率は100%で あった。複雑性尿路感染症

の28例 は,先 に も述べた よ うに全例がカテーテル非留

置例であるが,こ れ らの成績 はTable4の ように,膿 尿

に対 す る効果 は,28例 中正常化18例(64%),改 善2

例(7%),不 変8例(29%)で,改 善率71%で あっ

た。また細菌尿 に対す る効果 は,陰 性化12例(43%),

減少3例(11%),菌 交代10例(36%),不 変3例(11

%)で あった。両者を合わせ て判定 した複雑性尿路感染

症 に対す る本剤 の総合臨床成績は,著 効9例(32%),有

効13例(46%),無 効6例(21%)で,有 効率79%で

あった。疾患病態群別 にまとめ ると,28例 は第2群(11

例),第3群(4例),第4群(13例)に 分布 してお り,

そ の総合有効率は第2群 で73%(8/11),第3群 で75%

(3/4),第4群 で85%(11/13)で あった(Table5)。

V. 副 作 用

32例 中1例 に軟便がみ られたが,下 痢には至 らず,本

剤 の投与続行が可能 であった。投 与後 の臨床検査値異常

として,前 後実施例25例 中本剤 との関係が疑われた も

のは,複 雑性症例No.7に おけ るGPTの 上 昇(12→63)

のみであったが,残 念 なが ら投与終了後 の追跡調査 は施

行 されて いない(Fig。1)。

VI. 考 按

近年わが国 におけ る抗 生物質 の開発は 目覚 ましく,と

くに グラム陰性桿菌に対 して抗菌力 の優れた薬剤が数多

くみ られ るが,こ れ らには注射用薬剤が圧倒的に多い。

この中にあって本剤 は,経 口剤 として開発 され,複 雑性

尿路感染症 に対 して79%と い5'高 い有効率が得 られた

ことは,尿 路感染症治療剤 として高 く評価 され る。

しか し本剤 の グラム陽性球菌に対す る有 効性 は,Ta-

ble6,7に 示 されてい るように決 して満足 し得 るもの で

はな く,ま た臨床成績 でも菌交代症例の多 いこ とが注 目

され る。 とくに投与後 出現菌 と してはTable8に み られ

るよ うに,E.faecalisの 出現が 目立 ってい る。
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Table 3 Overall clinical efficacy of T-2588 in acute simple cystitis

Table 4 Overall clinical efficacy of T-2588 in complicated UT!
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Table 5 Overall clinical efficacy of T-2588 classified by the type of infection

Fig. 1 Laboratory changes before and after treatment with T-2588 (25 cases)
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Table 6 Clinical effectiveness to T-2588 classified by 
isolated organisms in complicated UTI

Table 7 Bacteriological response to T-2588 in 
complicated UTI

*Regardless of bacterial count

Table 8 Strains' appearing after T-2588 treatment in 

complicated UTI

*Regardless of bacterial count

グラム陰性桿菌に対 して抗菌 力の優れた薬剤の臨床的

使用頻度が高 くな ってい る近年,尿 路感染症 の起炎菌と

して グラム陽性球菌の占める割合が,漸 次増加の傾向を

示 しているこ とは周知の ことである。本剤の使用に際 し

ては,こ れ らの ことを考慮 して投与す るならば,尿 路感

染症 に対 して有用性の高い薬剤 と考え られる。

文 献

1) 第33回 日本化学療法学会総 会, 新薬シソポジウ

ム, T-2588, 東京, 1985

2) 大越正秋, 他: UTI(尿 路 感 染症)薬 効評価基

準(第 二版)。Chemotherapy 28:321～341, 1980

CLINICAL STUDY OF T-2588 IN URINARY TRACT INFECTIONS 

AKIRA SAKAI and TAKAHIRO HAGINAKA 

Department of Urology, Toyama Red Cross Hospital

T-2588 was evaluated clinically in acute simple cystitis (4 cases) and complicated UTI (28 cases) 
according to UTI criteria for clinical evaluation. 

The results obtained were as follows. 
1. T-2588 was administered to 4 patients of acute simple cystitis, resulting 3 excellent cases and 

1 moderate case. The effective rate was 100%. 
2. T-2588 was administered to 28 patients of complicated UTI, resulting 9 excellent cases, 13 

moderate cases and 6 poor cases. The effective rate were 79%. 
3. In complicated UTI, many cases (10 cases) were determined for replaced on bacteriuria. Many 

strains appearing after treatment were E. faecalis. 
4. Side effects were observed only slight loose stool (1 case) and slight elevation of GPT (12—"63, 

1 case). 
It was concluded that T-2588 was a safe and well tolerated antibiotics in the treatment of UTI.


